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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・うみねこ工房より

　パイが新しくなりました。詳しい事は、各自掲示板を確認して下さい。

・職員玄関の施錠について

　昨日、準夜帯にて職員玄関の電子錠を施錠しようとした所、北病棟の電源は警報アラームが鳴り、玄関の方は何も作動しない状態となっていたとの事です。修理伝票を出し、本日庶務が確認していますが異常はなかったとの事です。明日、業者が点検に来るとの事ですので対応をお願いします。

・日常生活支援担当より

　1月分の日常生活支援評価表を受け持ちごとに分けスタッフファイルへ入れていますので提出期限を守って提出して下さい。

・日当直の板について

　チーフが使用している板に記入漏れがありますので、チーフにつくスタッフはきちんと確認するようにして下さい。準夜帯から深夜帯への交替時、深夜チーフは記入漏れがないか必ず確認して下さい。

・中間サマリーについて

　データでの入力となります。保存場所は、ＳＷフォルダの患者様情報となります。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　五十二様～右手第3指第2関節が表皮剥離のようになっており、本人「夢を見て自分で壁を殴った」と話されています。出血はなく絆創膏をはり様子観察していきましょう。

・浅野　秀子様～本人宛てに障害福祉課から郵便物が届いており本人とスタッフで開封しています。精神障害者福祉手帳の手続きについてのお知らせとなっており、三浦ＳＷから妹様へ連絡し精神障害者福祉手帳を持ってきて頂き、三浦ＳＷから役所へ連絡していく事となっています。

　　　　　　　　本人から、訴えがあった場合は三浦ＳＷが手続きしていく事伝えて下さい。

・菊地　明子様～ＳＷより、青山荘の体験利用について話があり少人数での料理教室がある為参加してみてはどうか？との事で、主治医へ確認し許可出ています。今後、段取りが決まり次第主治医へ情報提供していきましょう。

＜要注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・浅野　秀子様～本日の昼食時、牛肉が嫌いだと話され捨てている事ありますが再度常食を盛り全量摂取されています。又、独語聞かれお膳を払い除ける仕草見られています。他室へ行き覗いている事あり声掛けに「寝ている様子を見てた」と話されています。精神状態の観察と他室侵入見られていますので行動観察行っていきましょう。

・菊地　明子様～本日、朝食は全量摂取されていますが昼食は体調不良を訴え不食となっています。服薬へは、自ら来ること出来ています。作業では、集中して取り組むこと出来ています。

・上村　みわ様～作業へ促しにて行かれていますが「身長が伸びる」と話し顔出しのみとなっています。昼食後薬服用の際、「身長が伸びなかった」と話されています。引き続き、妄想発言の有無・日課の取組状況の観察を行っていきましょう。

＜田名部Ｄｒケースカンファレンス・診察状況＞

・林　田鶴子様～日常生活面では、以前よりは独語目立たなくなっています。1日の間食量が多い為、お菓子をスタッフ預かりにし1日分ずつ本人へ渡してはどうか？と意見がでています。受け持ちスタッフは検討をお願いします。買い物についたスタッフは、お菓子の購入量など観察していきましょう。

　　　　　診察→調子については「良くなりました」と話されています。主治医より、妄想・幻聴など感じていることについて問われると「居ることもあります。何か被っている事もあります」「聴こえます」と話されたり、「自分の子供を連れて行かれた」と話されています。引き続き、妄想・幻聴の有無観察していきましょう。

・菊地　明子様～気分の落ち込みありますが、自分が思っていることを相手に伝えること出来ています。日課など出来ていない部分へ関わっていくようにしましょう。

　　　　　診察→本人より眠気・孤独感の訴え聞かれています。主治医からの質問に対しハキハキと受け答えされています。

・倉橋　生子様～診察時、肛門部からの出血はないと話されています。主治医より、本人へ青山荘入所について検討していくこと伝えると「私も賛成です」と話し、前向きな様子見られています。

＜症例検討会＞

　倉橋　生子様(60)　主病名：統合失調症

　　保護者：佐々木　和子様

　　医師方針：退院後、施設入所出来るよう家族の同意を得る。

　　看護方針：気分の安定を図り、他者とのトラブルなく落ち着いて生活できる。

　　本人の希望：単身生活になった時落ち着いて生活したい

　　家族の希望：退院後は施設への入所希望(単身生活には不安がある)

【現在の問題点】

　・他者の行動に対し、干渉的であり他罰的である。

　・自己中心的な言動が多い。

【今後の方針】

　・今後について、本人と御家族で話し合える場を設定していく。候補として青山荘入所。

【今後必要とされる支援】

　・他者との関わり方(コミュニケーション)

【身体面】

　・肛門部からの出血あり本人婦人科診察を希望している。現在、止血剤服用しながら様子観察となっている。今後、当院の婦人科受診予定。

　　主治医より、排便時の出血の有無観察するよう指示が出ています。






















